
闘
車
、
海
上
自
衛
隊
掃
海
母
艦
「
ぶ
ん

ご
」
、
掃
海
艇
「
な
お
し
ま
」
及
び
航

空
自
衛
隊
の
「
Ｐ
Ａ
Ｃ‐
３
」
等
多
数

の
装
備
品
等
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
音

楽
イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ル
屋
上
か
ら
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊
員
に
よ
る
ロ
ー
プ
を
使
用
し

た
降
下
訓
練
、
隊
員
と
の
懇
談
、
ド
ー

ラ
ン
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
体
験
等
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
来
場
者
は
、
日

曜
日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。
奈
良

県
か
ら
訪
れ
た
、
岩
屋
将
太
朗
君
（
小

４
）
は
、
「
阪
神
基
地
隊
か
ら
体
験
航

海
「
ぶ
ん
ご
」
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
に
着
艦
し
、
大
好
き
な
自
衛
隊
装
備

品
や
隊
員
達
と
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を

述
べ
て
く
れ
た
。 
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 写 真 

第１４旅団 

 
  

協
同
部
隊
の
練
度
向
上
を
図
る 

 
 
 
 

 

中
部
方
面
隊
（
第
14
旅
団
）
は
、
３

月
24
日
（
日
）
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お

い
て
、
岩
屋
防
衛
大
臣
の
初
度
視
察
を

受
け
た
。 

 

防
衛
大
臣
は
、
顕
花
・
黙
祷
を
捧
げ
、

儀
仗
隊
に
よ
る
出
迎
え
を
受
け
た
後
、

第
14
旅
団
長
（
小
和
瀬
将
補
）
に
よ
る

状
況
報
告
に
よ
り
部
隊
改
編
後
の
機
動

旅
団
と
し
て
の
戦
力
化
の
状
況
等
を
把

握
し
た
。
施
設
等
の
巡
視
で
は
、
即
応

機
動
連
隊
の
新
隊
舎
を
視
察
、
じ
後
、

乃
木
館
を
訪
れ
て
、
部
隊
の
歴
史
と
伝

統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。 

 

ま
た
、
16
式
機
動
戦
闘
車
の
機
動
展

示
で
は
、
防
衛
大
臣
自
ら
車
長
席
に
乗

車
し
、
機
動
性
能
を
体
感
さ
れ
た
。 

 

視
察
終
了
後
、
機
動
旅
団
改
編
２
年

目
を
迎
え
る
隊
員
約
２
千
名
に
対
し
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
の
災
害
派
遣
の

慰
労
と
機
動
旅
団
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
の
自
覚
を
保
持
し
て
い
く
よ
う
訓
示

さ
れ
、
視
察
を
終
了
し
た
。 

 
 

ｆ 
 

空中機動による卸下訓練 

約
１
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
う 

ＯＳＡＫＡ防衛防災 フェスティバル 

 写 真 

 
 

 

中
部
方
面
航
空
隊
（
隊
長
森
一
佐
）
は
、
平
成
31
年
３
月

５
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
平
成
30
年
度
方

面
隊
航
空
科
合
同
訓
練
を
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
及
び
同
周
辺

空
域
に
お
い
て
担
任
・
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
各
種
共
同

訓
練
を
通
じ
て
、
航
空
科
職
種
及
び
普
通
科
等
の
方
面
隊
の

協
同
部
隊
の
練
度
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。 

 

訓
練
開
始
式
で
は
、
担
任
官
か
ら
、
「
協
同
能
力
の
向
上

を
図
れ
」
、
「
基
礎
と
な
る
部
隊
以
下
の
練
度
を
向
上
せ

よ
」
、
「
安
全
確
保
」
の
３
点
に
つ
い
て
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、

訓
練
間
、
航
空
科
特
技
戦
技
競
技
会
に
よ
り
、
航
空
戦
技
の

練
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
協
同
訓
練
で
は
、
ヘ
リ
ボ
ン

部
隊
（
第
10
師
団
）
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
が
密
接
に
協

同
し
、
薄
暮
時
期
に
お
け
る
空
中
機
動
に
引
き
続
き
、
速
や

か
に
部
隊
を
展
開
、
ヘ
リ
ボ
ン
攻
撃
の
特
性
を
十
分
に
活
か

し
、
迅
速
に
目
標
を
奪
取
す
る
等
、
所
望
の
成
果
を
得
て
合

同
訓
練
は
終
了
し
た
。 

 

Ｆ 

多数の来場者で賑わった会場 

フェスティバル２０１９ 

２０１
９ 

 
 

 

中
部
方
面
隊
は
、
３
月
３
日
（
日
）
、

大
阪
防
衛
協
会
青
年
部
会
（
会
長 

辻
輝

也
氏
）
が
主
催
し
た
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
防

衛
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」

を
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
ア

ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
）
で
支

援
し
た
。 

 

本
行
事
は
、
近
隣
住
民
等
に
防
衛
や
防

災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
自
衛

隊
の
保
有
す
る
装
備
品
や
訓
練
等
を
展
示

紹
介
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。 

 

当
日
は
、
約
１
万
人
の
来
場
者
が
訪
れ
、 

第
15
即
応
機
動
連
隊
保
有
の
16
式
機
動
戦 

 
 

 

中
部
方
面
航
空
隊
（
隊
長 

森

１
佐
）
は
、
３
月
５
日
（
水
）
か

ら
８
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
平
成

30
年
度
方
面
隊
航
空
科
合
同
訓
練

を
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
及
び
同
周

辺
空
域
等
で
担
任
・
実
施
し
た
。 

 

訓
練
開
始
式
で
担
任
官
は
、
協

同
能
力
の
向
上
、
基
礎
と
な
る
部

隊
以
下
の
練
度
向
上
、
安
全
確
保

の
３
点
を
要
望
し
「
30
年
度
の
訓

練
の
集
大
成
と
な
る
よ
う
務
め

よ
」
と
述
べ
た
。 

 
 

 

３
日
間
の
訓
練
を
通
じ
て
、
普

通
科
部
隊
と
協
同
し
た
ヘ
リ
ボ
ン

機
動
や
搭
載
卸
下
、
衛
生
隊
と
の

協
同
、
航
空
操
縦
技
能
、
整
備
技

能
、
炊
事
、
車
両
運
行
、
管
制
気

象
技
能
と
い
っ
た
様
々
な
技
量
や

各
種
協
同
要
領
の
練
度
を
向
上
さ

せ
た
。 

 
 
 

 
 

 

中
部
方
面
航
空
隊
（
隊
長

森
一
佐
）
は
、
平
成
31
年
３

月
５
日
（
水
）
か
ら
８
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
平
成
30

年
度
方
面
隊
航
空
科
合
同
訓

練
を
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
及

び
同
周
辺
空
域
に
お
い
て
担

任
・
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、

各
種
共
同
訓
練
を
通
じ
て
、

航
空
科
職
種
及
び
普
通
科
等

の
方
面
隊
の
協
同
部
隊
の
練

度
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施

さ
れ
た
。 

 

訓
練
開
始
式
で
は
、
担
任

官
か
ら
、
「
協
同
能
力
の
向

上
を
図
れ
」
、
「
基
礎
と
な

る
部
隊
以
下
の
練
度
を
向
上

せ
よ
」
、
「
安
全
確
保
」
の

３
点
に
つ
い
て
訓
示
が
述
べ

ら
れ
、
訓
練
間
、
航
空
科
特

技
戦
技
競
技
会
に
よ
り
、
航

空
戦
技
の
練
度
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
協
同
訓
練
で
は
、

ヘ
リ
ボ
ン
部
隊
（
第
10
師

団
）
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部

隊
が
密
接
に
協
同
し
、
薄
暮

時
期
に
お
け
る
空
中
機
動
に

引
き
続
き
、
速
や
か
に
部
隊

を
展
開
、
ヘ
リ
ボ
ン
攻
撃
の

特
性
を
十
分
に
活
か
し
、
迅

速
に
目
標
を
奪
取
す
る
等
、

所
望
の
成
果
を
得
て
合
同
訓

練
は
終
了
し
た
。 

 

Ｆ 

              

、 

レンジャー隊員によるビルからの降下訓練 
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第
10
師
団
（
師
団
長 

甲
斐

陸
将
）
は
、
３
月
13
日
（
水
）

か
ら
17
日
（
日
）
ま
で
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

に
お
い
て
、
師
団
射
撃
競
技
会

を
実
施
し
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
抽
選
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
隊
員
が
、
２
種
目

の
射
撃
部
門
に
分
か
れ
、
至
近

距
離
射
撃
（
団
体
・
個
人
）
、

小
隊
戦
闘
射
撃
（
連
隊
・
中

隊
・
小
隊
）
で
そ
れ
ぞ
れ
実
力

を
競
っ
た
。 

 

各
部
隊
は
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
部
隊

の
名
誉
の
た
め
全
力
で
射
撃
に

臨
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

結
果
は
次
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 

方
面
隊
衛
生
科
集
合
訓
練 

部
隊
の
戦
傷
治
療
能
力
を
向
上 

平成３０年度総括の実射射撃 

○
至
近
距
離
射
撃
団
体
の
部 

優
勝 

 

第
33
普
通
科
連
隊 

○
至
近
距
離
射
撃
個
人
の
部 

優
勝 

 

第
10
通
信
大
隊 

勝
間
田
１
曹 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
連
隊
対
抗
の
部 

優
勝 

 

第
35
普
通
科
連
隊 

 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
中
隊
対
抗
の
部 

優
勝 

 
 

 

第
35
普
通
科
連
隊
４
中
隊 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
小
隊
対
抗
の
部 

優
勝 

 
 
 

 
 

第
33
普
通
科
連
隊
２
中
隊
鶴
間
小
隊 

写 真 

 

中
部
方
面
衛
生
隊
（
隊
長 

抱
１
佐
）
は
、
３
月

５
日
（
火
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
平
成
30

年
度
方
面
隊
衛
生
科
集
合
訓
練
を
青
野
ヶ
原
演
習
場

等
に
お
い
て
担
任
・
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
方
面
隊
の
衛
生
科
隊
員
に
対
し
、
戦

傷
治
療
能
力
の
向
上
及
び
衛
生
科
技
術
の
向
上
を
図

る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。 

 

訓
練
開
始
式
で
は
、
衛
生
隊
長
が
「
目
的
意
識
を

持
て
」
と
訓
示
し
、
訓
練
参
加
者
は
、
航
空
機
に
よ

る
患
者
の
搭
載
・
御
下
、
第
一
線
救
護
に
よ
る
人
体 

 ８１ｍｍ迫撃砲射撃競技会 

心
理
幹
部
等
集
合
訓
練
（
伊
丹
） 

第２回上級曹長集合訓練  

服務施策に関する討議 

 
 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、

３
月
12
日
（
火
）
及
び

13
日
（
水
）
、
伊
丹
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
２

回
上
級
曹
長
集
合
訓
練

を
実
施
し
た
。
本
訓
練

は
、
各
隷
下
部
隊
の
最

先
任
上
級
曹
長
等
が
部

隊
の
現
状
、
問
題
点
等

に
つ
い
て
討
議
し
て
、

じ
後
の
業
務
の
資
と
す

る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。 

陸幕・方面隊のメンタルヘルス施策等を周知  

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
３
月
４
日
（
月
）
か
ら
６

日
（
水
）
ま
で
の
間
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
心
理

幹
部
等
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
で
は
、
方
面
管
内
心
理
幹
部
等
20
名
に
対

し
、
陸
幕
・
方
面
内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
を
徹

底
し
た
。 

１４旅団心理幹部による事例紹介 

第一線救護訓練 

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
を
用

い
た
緊
急
救
命
行
為
、

応
急
治
療
及
び
初
期

外
科
手
術
等
を
演
練

し
た
。 

 
 

 

総
監
は
、
３
月
６

日
（
水
）
久
代
訓
練

場
に
お
い
て
、
第
一

線
救
護
の
訓
練
を
視

察
し
、
状
況
下
（
戦

闘
中
）
で
負
傷
隊
員

を
救
助
し
、
素
早
く

応
急
処
置
を
行
う
動

作
を
確
認
さ
れ
た
。 

 

視
察
終
了
後
、

「
第
一
線
救
護
の
困

難
性
を
正
に
肌
感
覚

で
感
じ
る
こ
と
が
重

要
。
今
後
、
方
面
隊

連
・
群
長
集
合
訓
練

等
に
お
け
る
展
示
等

に
よ
り
、
成
果
の
普

及
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
、
視

察
を
終
了
し
た
。 

写 真 

第
10
師
団 

師
団
射
撃
競
技
会
（
小
火
器
射
撃
） 

総
監
企
図
を
徹
底 

総監視察 

 

期
間
中
、
総
監
、
防 

衛
副
長
、
在
日
米
陸
軍
最
先
任
上
級
曹
長
及
び
前
中

方
最
先
任
上
級
曹
長
菊
元
氏
に
よ
る
講
話
が
企
画
さ

れ
、
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
保
持
す
べ
き
意
識
及

び
識
能
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
服
務
施
策
に
関
す

る
討
議
を
通
じ
て
隊
員
の
内
的
規
範
を
向
上
さ
せ
る

今
後
の
具
体
策
を
共
有
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
及
び

愛
知
・
岐
阜
で
発

生
し
た
豚
コ
レ
ラ

の
両
災
害
派
遣
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
教
訓
等

に
つ
い
て
、
各
部

隊
ご
と
の
体
験
を

追
体
験
す
る
と
と

も
に
教
訓
を
共
有

し
た
。 

第
14
旅
団 

旅
団
射
撃
競
技
会
（
81
㍉
迫
撃
砲
） 

 

第
14
旅
団
（
旅
団
長 

小
和

瀬
将
補
）
は
、
２
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演

習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
、

旅
団
81
㍉
迫
撃
砲
射
撃
競
技
会

を
実
施
し
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
第
15
即
応
機

動
連
隊
及
び
第
50
普
通
科
連
隊

の
各
中
隊
迫
撃
砲
小
隊
が
部
隊

の
威
信
を
か
け
、
射
撃
陣
地
占

領
か
ら
陣
地
変
換
を
伴
う
逆
襲

支
援
射
撃
等
の
状
況
下
で
行
わ

れ
た
。
結
果
は
、
連
隊
対
抗
の

部
、
第
15
即
応
機
動
連
隊
、
中

隊
対
抗
の
部
で
は
、
同
第
３
普

通
科
中
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

た
。 

小隊戦闘射撃 

○
至
近
距
離
射
撃
の
部 

優
勝 

第
33
普
通
科
連
隊 

○
至
近
距
離
射
撃
個
人
の
部 

第
10
通
信
大
隊 

勝
間
田
１
曹 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
連
隊
の
部 

第
35
普
通
科
連
隊 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
中
隊
の
部 

第
35
普
通
科
連
隊
４
中
隊 

○
小
隊
戦
闘
射
撃
の
部 

33
普
通
科
連
隊
２
中
隊 

      

本
競
技
会
で
至
近
距
離
射
撃
の

部
で
優
勝
し
た
、
第
10
通
信 

大
隊
勝
間
田
１
曹
は
、
「
競
技

会
で
優
勝
で
き
て
光
栄
で
す
。

今
後
も
、
い
か
な
る
状
況
下
に

お
い
て
も
自
己
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
演
練

し
、
他
の
隊
員
に
刺
激
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と

述
べ
た
。
旅
団
創
隊
以
来
初
め

て
行
わ
れ
た
競
技
会
で
は 

２０１９年４月１日発刊号 中部方面隊広報紙 



（３） 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
３
月
４
日

（
月
）
、
在
阪
社
会
・
報
道
部
長
会
（
勉

強
会
及
び
意
見
交
換
会
）
を
大
阪
新
阪
急

ホ
テ
ル
（
大
阪
市
北
区
）
に
お
い
て
実
施

し
た
。 

 

報
道
各
社
か
ら
は
、
大
阪
に
所
在
す
る

主
要
な
報
道
機
関
の
社
会
・
報
道
部
長
等

13
名
が
出
席
さ
れ
、
自
衛
隊
か
ら
は
、
総

監
を
は
じ
め
、
近
畿
地
区
に
所
在
す
る
部

隊
長
等
が
参
加
し
た
。
勉
強
会
で
は
、
社

会
・
報
道
部
長
等
に
対
し
、
総
監
部
人
事

部
長
（
山
本
一
佐
）
が
講
師
と
な
り
、

「
女
性
活
躍
推
進
へ
の
取
組
み
」
を
演
題

と
し
て
、
中
部
方
面
隊
の
今
後
の
施
策
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

 
後
段
は
、
各
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、
中
部
方
面
隊
に
対
す
る
各
種
施

策
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
っ
た
。 

              

入
隊
・
入
校
予
定
者
を
激
励 

総監部隊視察（鯖江・富山・久居駐屯地）  

福井県入隊予定者激励会 

 

各
地
方
協
力
本
部
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３

月
下
旬
に
か
け
、
平
成
31
年
度
「
入
隊
・
入

校
予
定
者
激
励
会
」
を
各
協
力
団
体
等
の
主

ｆ 
  
 

 
 

 

中
部
方
面
総
監

は

、

３

月

６

日

（
水
）
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
に
際

し
、
被
災
地
へ
迅

速
に
進
出
し
人
命

救
助
や
行
方
不
明

者
捜
索
及
び
入
浴

支
援
等
被
災
者
に

寄
り
添
っ
た
生
活

支
援
を
真
摯
に
実

施
し
、
民
生
の
安

定
に
寄
与
し
た
功

績
に
よ
り
、
防
衛

大
臣
よ
り
一
級
賞

状
を
受
賞
し
た
。 

明
者 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
７
月
豪
雨
災

害
派
遣
等
で
の
功
労
者
46
名
、
30
部
隊

実
験
功
労
者
２
名
、
職
務
遂
行
功
績
の

あ
っ
た
直
轄
部
隊
長
・
異
動
部
隊
長
10

名
、
総
監
部
勤
務
者
58
名
を
、
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
し
た
。 

    表 彰 

 全ての部隊視察を終え花束贈呈を受ける総監（久居駐屯地） 

防衛大臣より１級賞状を受けとる総監 

中
部
方
面
隊
災
害
派
遣
部
隊 

同
共
同
部
隊
・
同
支
援
部
隊   直轄部隊長・異動部隊長等を表彰 

在
阪
社
会
・
報
道
部
長
会 

人事部長（山本１佐）による講話 

 
 

 

総
監
部
は
、
２
月

26
日
（
火
）
伊
丹
駐

屯
地
に
お
い
て
、
参

議
院
外
交
防
衛
委
員

長
渡
邉
議
員
以
下
10

名
に
よ
る
視
察
を
受

け
た
。 

 

参
院
議
員
団
は
、

儀
仗
に
よ
る
出
迎
え

を
受
け
、
じ
後
、
幕

僚
長
よ
り
、
あ
い
ば

野
演
習
場
に
お
け
る

迫
撃
砲
弾
に
よ
る
事

故
の
概
要
説
明
を
受

け
、
中
部
方
面
隊
が
、

再
発
防
止
策
を
徹
底

し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
た
。 

 参院議員団からの質問に答える総監 

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会 

部
隊
訪
問 

伊
丹
駐
屯
地
を
訪
問  

 

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら 

 
 

３
月
11
日
で
丸
８
年
を
迎
え
た
。 

 

国
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や

海
外
の
動
向
を
踏
ま
え
、
原
子
力
発
電
所
に
対

す
る
安
全
対
策
を
全
面
的
に
見
直
し
、
平
成
25

年
７
月
に
新
し
い
規
制
基
準
と
し
て
施
行
し
た
。

現
在
、
全
国
各
地
の
原
子
力
発
電
所
が
安
全
対

策
の
準
拠
と
し
て
い
る
新
規
制
基
準
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

従
来
、
事
業
者
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
い
た

重
大
事
故
対
策
が
、
新
た
な
規
制
基
準
で
義
務

化
さ
れ
た
。
「
炉
心
損
傷
」
、
「
格
納
容
器
破

損
」
及
び
「
放
射
性
物
質
の
拡
散
」
の
３
つ
が

事
業
者
が
対
応
す
べ
き
重
大
事
故
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
テ
ロ
の
発
生
に
つ
い
て

も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
意
図
的
な
航
空
機
衝
突

へ
の
対
応
と
し
て
、
「
電
源
車
、
注
水
ポ
ン
プ

等
の
可
搬
型
設
備
」
、
「
原
子
炉
建
屋
へ
の
接 

千里眼 

 
 

 

「原
子
力
発
電
所
の 

 
 
 
 
 
 

安
全
対
策
に
つ
い
て
」 

  

 

中
部
方
面
総
監
は
、

２
月
27
日
（
水
）
、
28

日
（
木
）
及
び
３
月
12

日
（
火
）
に
鯖
江
・
富

山
・
久
居
駐
屯
地
を
そ

れ
ぞ
れ
視
察
し
た
。
各

部
隊
等
に
お
い
て
主
要

幹
部
と
懇
談
し
た
総
監

は
、
部
隊
の
抱
え
る
懸

案
事
項
等
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
統

率
方
針
及
び
各
部
隊
等

の

特

性

に

基

づ

く 
 

要
望
事
項
に
つ
い
て
徹

底
を
図
っ
た
。 

 

総
監
は
、
着
任
以
降
、

精
力
的
に
実
施
し
て
き

た
各
部
隊
（
58
コ
）
の

視
察
を
久
居
駐
屯
地
を

最
後
に
す
べ
て
終
了
し

た
。 

催
で
実
施
し

た
。 

 

平
成
31
年

度
中
部
方
面

隊
か
ら
の
入

隊
・
入
校
予

定
者
は
合
計

約
３
千
名
を

数
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育

隊
で
新
た
な

人
生
の
一
歩

を
踏
み
出
す

こ
と
と
な
る
。 

一
級
賞
状
受
賞 

２０１９年４月１日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

 

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｑ 

出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ａ 

宮
城
県
黒
川
郡
出
身
で
す
。 

Ｑ 

入
隊
年
と
採
用
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

平
成
29
年
に
入
隊
、
宮
城
地
本
に
て
採
用
さ
れ
ま
し 

 

た
。 

Ｑ 

自
己
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ａ 

い
つ
も
前
向
き
笑
顔
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

 

現
在
の
勤
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ 

現
職
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

渡
河
器
材
小
隊
に
て
07
式
機
動
支
援
橋
の
架
橋
手
を 

 

し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

魅
力
・
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

何
も
な
い
場
所
に
自
分
達
が
架
け
た
橋
が
通
っ
た
時 

 

の
達
成
感
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

重
い
器
材
が
多
く
そ
の
重
さ
に
な
れ
る
の
が
大
変
で 

 

し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
の
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ｑ 

あ
な
た
が
一
番
自
信
が
あ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

Ａ 

ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
で
も
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
こ 

 

と
で
す
。 

Ｑ 

座
右
の
銘
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」
で
す
。 

Ｑ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
今
一
番
の
関
心
事
を
教
え
て
く
だ 

 

さ
い
。 

Ａ 

車
、
選
び
で
す
。 

Ｑ 

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

愛
車
の
ド
ラ
イ
ブ
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。 

Ｑ 

最
後
に
一
言 

Ａ 

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。 

  

大
久
保
駐
屯
地
は
京
都
府
南
部
（
宇
治

市
）
に
位
置
し
、
「
奈
良
県
全
域
及
び
京

都
府
京
田
辺
市
以
南
」
の
家
族
支
援
施
策

を
担
任
し
て
い
る
。
平
成
28
年
よ
り
「
奈

良
県
自
衛
隊
家
族
会
」
及
び
「
京
都
府
自

衛
隊
家
族
会
京
田
辺
地
区
会
」
と
の
連
携

を
開
始
し
た
。 

 

平
成
30
年
７
月
に
は
大
久
保
駐
屯
地
に

お
い
て
、
京
都
府
自
衛
隊
家
族
会
及
び
京

都
府
自
衛
隊
家
族
会
京
田
辺
地
区
会
、
京

都
府
隊
友
会
の
各
会
長
、
京
都
府
所
在
の

各
駐
屯
地
（
大
久
保
・
福
知
山
・
桂
・
宇

治
）
及
び
方
面
総
監
部
家
族
支
援
担
当
者

と
と
も
に
、
今
後
の
京
都
府
に
お
け
る
家

族
支
援
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。 

 
 
 

 

ま
た
、
同
年
10
月
の
、
「
南
海
レ
ス

キ
ュ
ー
30
」
に
併
せ
て
奈
良
県
及
び
京
田

辺
地
区
の
両
家
族
会
と
安
否
確
認
訓
練
を

実
施
し
た
。
更
に
、
家
族
会
の
会
勢
拡
大

に
つ
な
が
る
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
30
年
度
自
衛
官
候
補
生
教
育
修
了
式

の
記
念
会
食
に
お
い
て
、
新
隊
員
と
そ
の

家
族
に
対
し
て
家
族
支
援
施
策
と
家
族
会

に
関
す
る
説
明
及
び
加
入
の
勧
め
を
行
い
、

11
名
の
家
族
会
新
規
加
入
者
を
得
た
。 

 

今
後
も
家
族
会
等
と
の
共
存
・
発
展
を

通
じ
て
、
家
族
支
援
態
勢
を
充
実
・
強
化

し
て
い
き
た
い
。 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第２８回） 大久保駐屯地業務隊 

 

私
が
平
成
30
年
８
月
に
第
８
高
射
特
科
群
第

３
０
８
高
射
搬
送
通
信
中
隊
長
を
拝
命
し
、
早

や
８
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

高
射
搬
送
通
信
中
隊
は
、
群
本
部
と
各
高
射

中
隊
と
の
間
に
多
重
通
信
網
を
構
成
・
維
持
・

運
営
す
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
、
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
「
創
造
と
前
進
」
を
要
望
事

項
と
し
て
日
々
隊
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
や
著
し
く
日
々
発
展
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
関
す
る
技
術

（
情
報
技
術
：
Ｉ
Ｔ
）
を
一
部
の
専
門
的
知
識

を
も
っ
た
シ
ス
テ
ム
職
域
の
隊
員
が
扱
う
の
で

は
な
く
、
通
信
科
隊
員
が
、
今
ま
で
の
識
能
に

加
え
、
情
報
技
術
に
関
す
る
知
識
を
理
解
・
修

得
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
通
信
及
び
シ

ス
テ
ム
連
接
、
迅
速
な
大
容
量
の
通
信
を
確
保

し
安
全
に
提
供
す
る
た
め
、
通
信
科
は
シ
ス
テ

ム
通
信
科
へ
移
行
し
特
技
の
再
整
理
を
行
お
う

と
す
る
な
か
、
中
隊
又
は
隊
員
と
し
て
、
今
ま

で
の
固
定
概
念
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟

な
発
想
の
も
と
今
何
が
必
要
か
を
適
切
に
見
極

め
「
創
造
（
力
）
」
を
も
っ
て
新
た
な
も
の
を

創
り
出
し
、
中
隊
・
隊
員
の
能
力
を
前
へ
前
へ

と
「
前
進
」
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
創
隊
以
来
40
数
年
に
わ
た
り

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
「
継
続
的
な
情
報
技
術

に
関
す
る
教
育
訓
練
に
よ
る
識
能
の
向
上
」
、

「
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
像
し
て
、
今
与
え
ら
れ

て
い
る
器
材
の
最
大
限
活
用
」
を
追
求
し
飛
躍

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 第 ８ 高 射 特 科 群   

第 ３ ０ ８ 高射搬送  
通 信 中 隊 長 
  （青野原駐屯地） 
 １等陸尉  延原 光秋 

 
 

 

千
僧
駐
屯
地
が
所
在
す
る
兵
庫
県
伊

丹
市
は
、
大
阪
市
内
に
も
近
く
、
ま
た

大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）
が
あ
る

街
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
駐
屯
地
で
は
、
毎
週
月
曜
日
を
麺

の
日
と
し
、
「
ぽ
っ
て
り
鶏
白
湯
ラ
ー

メ
ン
」
、
「
昔
な
が
ら
の
中
華
そ
ば
」

等
、
隊
員
に
好
評
の
メ
ニ
ュ
ー
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
今
回
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

「
ゆ
ず
塩
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
。
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
隣
の
尼
崎
市
に
行
列
の
で

き
る
ラ
ー
メ
ン
屋
が
あ
り
、
何
と
か
そ

こ
の
ラ
ー
メ
ン
を
再
現
で
き
な
い
か
と

調
理
師
と
考
え
完
成
で
き
た
も
の
で
す
。 

 
 

 

ラ
ー
メ
ン
に
使
用
す
る
だ
し
は
鶏
が

ら
と
た
ま
ね
ぎ
を
３
時
間
以
上
煮
込
み
、

鶏
が
ら
を
取
り
除
い
た
だ
し
に
、
ス
ー

プ
の
素
と
ゆ
ず
の
実
（
皮
と
絞
り
汁
を

取
り
除
い
た
も
の
）
を
加
え
、
さ
ら
に

三
十
分
ほ
ど
煮
込
み
ま
す
。
こ
の
際
、

え
ぐ
み
が
で
な
い
よ
う
沸
騰
さ
せ
ず
に

コ
ト
コ
ト
煮
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

お
い
し
く
な
る
よ
う
ひ
と
手
間
、
ふ
た

手
間
か
け
る
こ
と
が
当
駐
屯
地
の
こ
だ

わ
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
ご
紹
介
し
た
い
メ
ニ
ー

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

 

千
僧
駐
屯
地
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
こ
だ
わ
り
の
食
事
を
お
楽
し
み
下
さ

い
！ 

  

第１０施設大隊本部管理中隊     
  渡河器材小隊架橋手 
     陸士長  鈴木咲妃 

本人中央 

 訓練中の鈴木士長 

家族会会員への説明会の様子 

ゆず塩ラーメン 

（４） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「創
造
と
前
進
」 

っ 

 「千僧駐屯地」 

家族会と隊員家族の顔合わせの様子 
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